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梅にウグイス 万葉歌人の山上憶良は霊亀 2（716）年 4月から約 5年間、伯耆国の国守を務めた。その後、憶良は天平

2（730）年、令和の典拠『万葉集』の梅花の歌 32首が詠まれた宴に参列。「春されば まづ咲くやどの 梅の花 独り見

つつや 春日暮らさむ」の秀歌を残した。奈良時代、梅は春を告げる花で、万葉集には約 120 首が見られる。一方、「春

告鳥」とも呼ばれるウグイスは約 50 首。うち約 10 首が「梅にウグイス」の印象的な組み合わせで、これは平安時代の

『古今和歌集』で定型化した。ただ、1日に千回以上も鳴くというウグイスが、梅花に囲まれて声を張り上げる姿は奇跡

的な偶然。実際は、メジロが梅の花蜜を求めて群がっている。現実を超越した芸術的構図「梅にウグイス」が、1300 年

間も表現された結果、メジロがウグイスと間違われる混同が生じた。梅は遣唐使が日本に持ち帰って広まった。(山) 

梅花 

 

若手従業員 7人に栄誉 

        優良勤労青少年で表彰 

令和元年度の優良勤労青少年表彰の表彰式が 2月 20 日、米

子市勤労青少年ホームで催され、地元の 7 企業で働く若手従

業員 7 人が栄誉に輝きました。企業から 34歳以下で 5年以上

の勤務経験を持ち、他の模範となる優秀な従業員の推薦を受

け、厳正な審査で選ばれました。いずれも高い能力と意欲的な

姿勢が評価。受賞者は、一層の精進を誓っていました。 

        受賞者名簿(敬称略) 

石原和樹(山陰建設サービス)▽門脇和樹(米子マツダ)▽周

藤直樹(憲打設)▽多田博貴(医療法人・養和会) ▽土谷達也(米

子東病院)▽長尾武志(光電気 LED システム)▽山形彩華(学校

法人・かいけ幼稚園) 

 

暖
か
な
春
の
日
差
し
が
新
年
度
の
到

来
を
告
げ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
桜
の
開
花
に
合
わ

せ
新
し
い
生
活
が
出
発
し
ま
す
。
米
子
市
文
化
活
動

館
が
令
和
二
年
四
月
、
開
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 
三
月
ま
で
は
、
米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
と
し

て
、
主
目
的
が
勤
労
青
少
年
の
活
動
の
場
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
文
化
活
動
の
活
発
化
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

地
元
紙
の
コ
ラ
ム
欄
に
以
前
、
皆
生
小
唄
に
関
す
る

記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
、
皆
生
温
泉
で
は
、
米
子
の

粋
人
が
余
興
で
ひ
と
節
披
露
し
、
座
を
大
い
に
盛
り

上
げ
た
。
皆
生
温
泉
開
発
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
を
切
り
口
に
新
し
い
海
遊
リ
ゾ

ー
ト
を
目
指
す
皆
生
温
泉
に
ぜ
ひ
文
化
の
薫
り
を
加

え
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

米
子
市
文
化
活
動
館
の
設
置
目
的
に
も
、
文
化
活

動
を
促
進
し
、
観
光
の
発
展
に
寄
与
す
る
施
設
づ
く

り
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
米
子
に
は
、
ま
だ
ま
だ
眠
っ

て
い
る
伝
統
文
化
が
沢
山
あ
る
様
に
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
施
設
が
多
く
の
文
化
を
愛
す
る
個
人
や
団
体

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
磨
か
れ
、
現
代
に
マ
ッ

チ
さ
せ
、
活
力
の
あ
る
、
文
化
の
薫
り
高
い
米
子
市
と

言
わ
れ
る
様
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(

な
か
む
ら
・
て
る
ひ
こ)  

「
米
子
市
文
化
活
動
館
」
に
装
い
一
新 

 

 

館
長 

中
村
輝
彦 

 



調
理
台
が
整
っ
た
料
理
講
習
室 

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
和
室 

 

音楽室（大）のピアノ 
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お申し込み・お問い合わせは 米子市文化活動館 ☎0859(34)5154 

〒683-0802 鳥取県米子市東福原 8丁目 24-31  FAX=0859(30)4788 

米子市文化活動館 指定管理者 旭ビル管理株式会社 http://asahibiru.com/ybkk/ 

休館日 ◆4 月＝毎週水曜日 ◆5 月＝毎週水曜日と 3 日(日)、4 日(月)、5 日(火) ◆6 月＝毎週水曜日   

利用時間 開館日の利用は平日と土曜日が 9:00~22:00(日曜日は 17:00 まで)。部屋貸し出しは閉館の 15 分前まで。 

◆4月から予約申し込みが便利になります◆ 

 部屋利用の予約申し込みが 4 月から、便利になります。文化活動館ホームページ(HP)から、所定の申請書がダ

ウンロードできます。勤労青少年ホーム時代(3月まで)の HP は、各部屋の予約状況の確認だけでしたが、利便性

を高めました。ただし、申請書で手続きを行う前には、必ず活動館に電話し、最新の予約状況を問い合わせてく

ださい。予約は、1 年前からできます。利用料金は、利用日の 1 週間前までの納付となります。 

 こんにちは、米子市文化活動館です。昭和５７年から皆様に親しまれてきた米子市勤労青少年ホームですが、

4 月 1 日、新しく「米子市文化活動館」として再スタートを切ることとなりました。慣れ親しんだ名前とお別れするの

は少し寂しいのですが、これから先、10 年 20 年と皆様に活動の場としてご利用いただけるよう、職員一同笑顔で

頑張っていきたいと思っております。これまで同様、よろしくお願いいたします。○み 

 

             施設案内 

集 会 室  大人数の講座や研修会などに最適です。約 50 人が利用可能で、広さ約 100 平方㍍。 

講 習 室  小人数の会合や打ち合わせなどができます。広さ約 30 平方㍍。 

料理講習室 料理サークルなどで、調理を学んで下さい。広さ約 70 平方㍍。 

和   室   生け花や着付のほか将棋、囲碁などが落ち着いた雰囲気で楽しめます。約 30畳。 

音楽室 (大） 広い部屋には防音設備があり、音楽活動に便利です。ピアノを常備し、広さ約 100 平方㍍。 

音楽室 (小) 小人数の音楽活動に利用できます。広さ約 30 平方㍍。 

軽運動室   卓球やバドミントン、ダンスなどで交流を深めて下さい。広さ約 150 平方㍍。 

駐車場   車 50 台以上の収容が可能で、体の不自由な方の専用スペース 1 台分があります。 

※1時間当たりの利用料は、集会、講習、和室、音楽室（大）、軽運動室が日中（9:00~17:00）220 円、夜間（17:00~22:00）

330円。料理講習室は日中 540 円、夜間 640 円。音楽室（小）は、日中 110 円、夜間 220 円です。なお、各部屋

の利用は閉館（平日、土曜日=22:00、日曜日=17:00）の 15 分前までです。冷暖房料は別途、利用料の 5割です。 
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